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春季号でもお知らせしましたが、宜野湾市社会福祉協

議会の公式 YouTube チャンネルを開設しました！ 

今後ぎのわん社協のさまざまな事業の解説や、宜野湾

市の地域について動画で紹介していく予定です♪ 

ぜひチャンネル登録よろしくお願いします(*’▽’) 

動画第２弾は宜野湾市の「まちでニッコリあいさつ・声かけ運動」

＝まちニコのテーマソング「まちニコソング」です☆できたてホヤホ

ヤな心おどるソングを歌って、宜野湾のあいさつ運動を盛り上げてい

きましょう♪♪♪ 

第２弾「まちニコソング」 

ご視聴はこちらの QR コード読み取りから♪ 

ぎのわん社協では、地域のボランティアさんの力を借り

て、コロナ禍で自宅に閉じこもりがちな高齢者や障がいを

お持ちの方、ひとり親世帯など、不安を抱える方への見守

り活動を行っています。見守り活動の際にはお菓子や飲み

物、日用品などを手土産にお持ちし、地域とのつながりを

感じていただいております。その見守り活動で必要な手土

産となる物品の提供へのご協力をお願いいたします！！ 

企業様からの提供であれば、ロゴやチラシも一緒に配布できるので、自社をアピールするこ

ともできますよ♪（一部対象外あり） 

商品提供をご検討いただける方！まずは宜野湾市社会福祉協議会までお電話ください(^^)/ 

☎０９８－８９２－６５２５ 

【募集物品例】お菓子（黒糖、あめ玉など）、飲み物（スポーツドリンク、お茶など）、日用品（ゴ

ミ袋、ティッシュなど） 

※宗教団体や政治団体など、その他一部応募できない企業・団体がございます。 

mailto:sandankun@ginowanshakyo.or.jp
http://www.ginowanshakyo.or.jp/
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 皆様こんにちは！ボランティアコーディネーターの稲嶺です。連日暑い日が続いていま

すが、いかがお過ごしでしょうか？私は「はごろもチャレンジ隊」が無事終了し、ホッと一

息ついているところです。今回の「はごろもチャレンジ隊」は、動画を作成する中で、私に

とっても福祉を改めて学ぶ良い機会となりました(^^♪いくつになっても、ものごとを学ん

でいくというのは、とても充実した気分になるものですね♪コロナ禍でやーぐまいしない

といけない今、久しぶりに読書でもしようかしら、と思う今日この頃です(^_-)-☆ （稲嶺） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ ボランティア担当のつぶやき ☆ 

報告 

◆動画プログラム◆ 

第１回「はごろもチャレンジ隊

オリエンテーション」 

第２回「ふくしってなんだろう」 

第３回「知的障がいって 

なんだろう」 

第４回「精神障がいって 

なんだろう」 

第５回「依存症ってなんだろう」 

毎年夏休みに宜野湾市内の中学・高校生を対象に実施している、 

「はごろもチャレンジ隊」を、今年はコロナ禍を受け、初の完全 

オンラインで開催しました！ 

 今年はテーマを「障がいについて」と設定し、子供たちには YouTube で障がいについてま

とめた動画を視聴してもらい、疑問に思ったことは ZOOM を活用した「ZOOM 質問交流会」

で動画に出演した講師に質問し、交流を持ちました。今回参加したのは１２名の中学・高校生の

子供たち。受講後、子供たちには学習したこと・自分で調べたことを新聞にまとめました。 


